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2 台の CTPで毎月 1万版の
無処理版を出力

VMI 印刷資材在庫管理システムで
資材在庫ゼロを実現

スマート化に貢献するハイデルベルグ
の「XL106」シリーズは全 4台が稼働

製本はミューラー・マルティニの
無線綴じ機、中綴じ機を活用

左からアイワードの奥山社長、ハイデルベルグ・ジャパン
のバウアー社長、ミューラー・マルティニの五反田社長、
アイワードの浦取締役部長

　

記
者
発
表
会
は
、
は
じ
め

に
奥
山
社
長
か
ら
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
出
版
事
業
へ
の
貢

献
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
た
。
ア
イ
ワ
ー
ド
グ
ル
ー

プ
は
「
本
づ
く
り
か
ら
出
版

ま
で
」
を
一
貫
し
て
手
が
け

る
体
制
を
整
え
て
お
り
、
印

刷
専
門
会
社
の
ア
イ
ワ
ー
ド

と
、
出
版
を
担
う
共
同
文
化

社
の
２
社
体
制
で
事
業
を
展

開
。
両
社
が
連
携
し
、
専
門

出
版
社
や
大
学
、教
育
機
関
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
ク
リ
エ
イ

タ
ー
な
ど
多
様
な
顧
客
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
取
り
扱

う
書
籍
ジ
ャ
ン
ル
は
「
人
の

営
み
を
あ
ら
わ
す
本
」「
人

を
育
て
る
本
」「
人
の
命
を

守
る
本
」
と
明
確
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

何
十
年
、
時
に
何
百
年
と
読

み
継
が
れ
る
“
時
間
に
耐
え

る
コ
ン
テ
ン
ツ
”
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
。

　

奥
山
社
長
は
、「
従
来
の

印
刷
業
の
技
術
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
情
報
価
値
創
造
産

業
へ
の
業
態
変
革
を
目
指
し

て
い
る
」
と
語
っ
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
国
際
基
準
で

あ
る
Ｐ
Ｓ
Ｏ
（
プ
ロ
セ
ス
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
オ
フ
セ
ッ
ト
）

の
認
証
を
２
０
０
８
年
に
取

得
し
、
現
在
も
継
続
認
証
を

維
持
。
印
刷
時
の
カ
ラ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
自
律

的
な
品
質
管
理
体
制
を
構
築

し
て
き
た
こ
と
が
、
自
社
の

大
き
な
強
み
だ
と
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
４
年
に
は

Ａ
Ｍ
ス
ク
リ
ー
ン
と
Ｆ
Ｍ
ス

ク
リ
ー
ン
に
加
え
て
、「
マ

ル
チ
ド
ッ
ト
ス
ク
リ
ー
ン
」

を
導
入
。
作
品
ご
と
に
最
適

な
ス
ク
リ
ー
ン
を
選
択
で
き

る
体
制
を
整
え
、
印
刷
品
質

の
多
様
性
と
安
定
性
を
両
立

し
て
い
る
点
も
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
、
出
版
の
歴
史
と

役
割
に
も
触
れ
た
。
世
界
最

古
の
出
版
社
や
図
書
館
の
例

を
挙
げ
な
が
ら
、「
紙
の
書

籍
は
、
デ
ジ
タ
ル
全
盛
の
今

だ
か
ら
こ
そ
価
値
が
見
直
さ

れ
て
い
る
」
と
述
べ
、「
２

０
５
０
年
の
メ
デ
ィ
ア
」（
著

者
：
下
山
進
氏
）
を
引
用
し
、

「
単
な
る
情
報
で
は
な
く“
時

間
の
経
過
に
耐
え
る
コ
ン
テ

ン
ツ
”
こ
そ
が
生
き
残
る
」

と
強
調
。
こ
れ
は
同
社
が
め

ざ
す
出
版
の
在
り
方
そ
の
も

の
で
あ
り
、「
私
た
ち
は
、

そ
れ
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
印

刷
メ
デ
ィ
ア
と
電
子
メ
デ
ィ

ア
の
両
方
で
形
に
し
て
い
く

存
在
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

そ
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
構
築
の
歴
史
に
つ

い
て
も
言
及
。
１
９
７
５
年

に
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

グ
社
製
の
全
自
動
印
刷
機

を
、
１
９
８
５
年
に
は
ス
イ

ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
・
マ
ル

テ
ィ
ニ
社
製
の
無
線
綴
じ
機

を
導
入
し
、
技
術
基
盤
を
着

実
に
築
い
て
き
た
こ
と
を
紹

介
。
２
０
１
７
年
に
は
Ａ
Ｉ

搭
載
の
ス
ピ
ー
ド
マ
ス
タ
ー

Ｘ
Ｌ
１
０
６
を
導
入
し
、
使

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
20
％
以
上

削
減
す
る
ス
マ
ー
ト
化
を
ス

タ
ー
ト
。
２
０
２
１
年
に
は

製
本
シ
ス
テ
ム
も
ス
マ
ー
ト

化
し
、
設
備
投
資
と
環
境
対

応
を
両
立
し
て
き
た
。

　

最
後
に
「
お
客
様
と
直
接

結
び
つ
い
て
、お
客
様
の『
や

り
た
い
』
を
実
現
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
り
た
い
」
と
述

べ
、今
回
の
参
加
者
に
対
し
、

現
場
ス
タ
ッ
フ
と
の
会
話
を

通
じ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

の
あ
り
方
を
感
じ
て
欲
し
い

と
呼
び
か
け
た
。

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
と
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
歩
ん
で
50
年

　

続
い
て
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

グ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
バ
ウ
ア
ー

社
長
が
登
壇
し
、「
枚
葉
印

刷
Ｄ
Ｘ
の
貢
献
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。
バ
ウ
ア
ー
社
長

は
ア
イ
ワ
ー
ド
が
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
グ
を
単
な
る
主
要
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
で
な
く
、
真
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
関
係
を

続
け
て
こ
れ
た
こ
と
に
感
謝

の
意
を
示
し
た
上
で
、
ア
イ

ワ
ー
ド
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
グ
印
刷
機
50
年
の
変
遷

を
紹
介
。
そ
の
中
、
２
０
２

２
年
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
契
約
に
つ
い
て
も
改
め
て

振
り
返
っ
た
。

　

ま
た
、
最
新
鋭
の
設
備
を

導
入
し
て
も
、
そ
れ
を
友
好

的
に
活
用
で
き
る
か
ど
う
か

は
「
人
」
に
か
か
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
奥
山
社
長

や
幹
部
社
員
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
敬
意
を
示
し
た
。

製
本
Ｄ
Ｘ
も
第
一
段
階
は
完

了
へ

　

こ
の
後
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
・

マ
ル
テ
ィ
ニ
ジ
ャ
パ
ン
の
五

反
田
社
長
が
「
製
本
Ｄ
Ｘ
が

も
た
ら
す
も
の
」
と
題
し
て

講
演
。
そ
の
中
、
製
本
Ｄ
Ｘ

と
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
前
提
で

あ
る
が
、
最
も
必
要
な
こ
と

は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
確

信
す
る
意
識
）」
を
持
つ
こ

と
で
あ
り
、
経
営
―
生
産
現

場
―
機
械
設
備
メ
ー
カ
ー
の

改
革
方
針
の
絶
対
共
有
が
不

可
欠
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

そ
し
て
、
ア
イ
ワ
ー
ド
で

は
自
ら
考
え
、
実
行
す
る
意

識
改
革
、
設
備
機
械
の
最
大

限
の
活
用
と
生
産
効
率
ア
ッ

プ
、
製
品
品
質
の
向
上
、
準

備
時
間
の
短
縮
、
機
械
設
備

の
維
持
、
予
防
保
全
時
間
の

確
保
な
ど
を
実
現
し
て
お

り
、「
製
本
Ｄ
Ｘ
第
一
段
階

完
了
」
を
実
現
し
て
い
る
こ

と
を
強
調
し
た
。

“
世
界
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

集
う
場
所
”
を
石
狩
に

　

最
後
に
、
ア
イ
ワ
ー
ド
の

取
締
役
部
長
で
プ
リ
ン
テ
ィ

ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
浦
有

輝
氏
が
登
壇
。「
世
界
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク

を
創
造
で
き
る
場
」
と
題
し

て
、
同
社
が
現
在
注
力
し
て

い
る
海
外
展
開
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。

　

そ
の
中
、
浦
氏
は
石
狩
工

場
の
ス
マ
ー
ト
化
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
余
剰
リ
ソ
ー
ス

を
、
海
外
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と

の
“
共
創
”
に
充
て
る
戦
略

を
説
明
。
効
率
化
の
先
に
あ

る
の
は
「
感
性
の
活
用
」
で

あ
る
と
し
、
人
に
し
か
で
き

な
い
想
像
の
時
間
で
あ
る
こ

と
を
強
調
。
こ
れ
ま
で
の
実

績
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
、

今
後
も
「
世
界
に
届
く
『
も

の
づ
く
り
』
を
石
狩
か
ら
」

を
目
標
に
海
外
展
開
を
進
め

て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

同
時
に
自
動
で
ブ
ラ
ン
洗

浄
・
圧
胴
洗
浄
が
行
わ
れ
、

刷
版
交
換
も
わ
ず
か
３
分
程

度
で
行
え
る
。
次
の
ジ
ョ
ブ

が
即
座
に
立
ち
上
が
る
ス

ピ
ー
ド
感
は
、
従
来
は
20
～

30
分
を
要
し
て
い
た
切
り
替

え
時
間
を
大
幅
に
短
縮
し
た
。

　

さ
ら
に
印
刷
中
は
、
機
械

内
に
内
蔵
さ
れ
た
測
定
器
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ス
ト
リ
ッ
プ

を
自
動
測
定
し
、
色
調
や
見

当
の
補
正
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
実
行
。
70
枚
程
度
で
本
生

産
に
移
行
で
き
る
精
度
の
高

さ
は
、
印
刷
品
質
の
安
定
性

を
象
徴
し
て
い
る
。

　

４
台
す
べ
て
の
印
刷
機
に

は
、
カ
ッ
ト
ス
タ
ー
と
呼
ば

れ
る
ロ
ー
ル
紙
対
応
ユ
ニ
ッ

ト
を
装
備
。
こ
れ
に
よ
り
従

来
必
須
だ
っ
た
紙
積
み
作
業

が
不
要
と
な
り
、
省
力
化
と

用
紙
ロ
ス
の
最
小
化
を
同
時

に
実
現
し
て
い
る
。
紙
を
ミ

リ
単
位
で
無
駄
な
く
使
え
る

こ
と
は
、
環
境
対
応
に
も
直

結
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
二

重
の
検
査
体
制
だ
。
印
刷
開

始
前
に
は
刷
版
デ
ー
タ
と
の

照
合
を
行
い
、
印
刷
中
は
イ

ン
ラ
イ
ン
検
査
装
置
が
両
面

全
数
検
査
を
実
施
す
る
。
印

刷
さ
れ
た
す
べ
て
の
紙
に
は

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
が
施
さ
れ
て

お
り
、
エ
ラ
ー
は
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
追
跡
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
印
刷
資
材
の
在
庫

管
理
に
は
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
印
刷
資

材
在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導

入
。
資
材
は
す
べ
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
管
理
さ
れ
、
必

要
な
と
き
に
必
要
な
量
だ
け

的
確
に
調
達
す
る
仕
組
み
に

よ
り
、
在
庫
ゼ
ロ
運
用
を
実

現
し
て
い
る
。
調
色
工
程
で

は
、
８
色
の
基
準
イ
ン
キ
か

ら
特
色
を
自
社
調
合
し
、
品

質
・
ス
ピ
ー
ド
・
コ
ス
ト
の

す
べ
て
で
高
次
元
の
バ
ラ
ン

ス
を
追
求
し
て
い
る
。

製
本
・
後
加
工
の
工
程
も
ス

マ
ー
ト
化
を
実
現

そ
し
て
、
断
裁
・
折
加
工

の
工
程
も
ま
た
、
自
動
化
の

恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
刷
版

デ
ー
タ
を
断
裁
機
に
連
携

し
、
紙
の
断
ち
寸
を
自
動
設

定
す
る
こ
と
で
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
負
荷
軽
減
と
時
短
を

両
立
。
さ
ら
に
折
機
は
ス

タ
ー
ル
社
製
を
８
台
保
有
。

頁
物
用
が
６
台
で
、
そ
の
う

ち
３
台
は
Ａ
５
サ
イ
ズ
以
下

な
ら
32
ペ
ー
ジ
折
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
。
多
品
種
・
小

ロ
ッ
ト
に
対
応
し
つ
つ
、
全

体
の
動
線
設
計
が
緻
密
に
計

算
さ
れ
て
お
り
、
次
工
程
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
渡
し
を

実
現
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
綴
じ
機
の
エ
リ
ア

に
は
40
年
に
わ
た
り
信
頼
関

係
を
築
い
て
き
た
ミ
ュ
ー

ラ
ー
・
マ
ル
テ
ィ
ニ
社
の
製

本
機
が
並
び
、
書
籍
づ
く
り

の
最
終
工
程
を
担
っ
て
い
た
。

　

ま
ず
、
目
を
引
い
た
の
は

２
台
の
中
綴
じ
製
本
機
。
最

新
型
機
に
は
モ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
が
搭

載
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ニ
ッ
ト

ご
と
に
モ
ー
タ
ー
が
独
立
し

て
駆
動
。
こ
れ
に
よ
り
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
分
担
し
て
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
で
き
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
30
分
か
か
っ
て
い
た

準
備
時
間
を
半
分
の
15
分
に

短
縮
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
最
大
80
ミ
リ
厚

ま
で
対
応
可
能
な
無
線
綴
じ

機
が
２
台
稼
働
。
16
頁
の
折

丁
で
４
８
０
頁
、
32
頁
折
で

９
６
０
ペ
ー
ジ
ま
で
一
度
に

綴
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
と
Ｐ
Ｕ

Ｒ
の
２
種
類
の
糊
を
使
い
分

け
る
こ
と
で
、
目
的
や
使
用

環
境
に
応
じ
た
品
質
設
計
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　

全
機
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

ミ
ュ
ー
ラ
ー
・
マ
ル
テ
ィ
ニ

独
自
の
ア
ジ
ー
ル
バ
ー
コ
ー

ド
は
、
バ
ー
コ
ー
ド
で
内
容

を
識
別
し
、
乱
丁
・
落
丁
を

防
止
す
る
役
割
を
担
う
。
か

つ
て
は
絵
柄
や
文
字
面
積
を

判
定
す
る
カ
メ
ラ
検
査
だ
っ

た
が
、「
正
確
性
が
不
十
分

で
あ
っ
た
」
と
い
う
従
来
の

悩
み
を
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
完

全
に
払
拭
し
た
。「
こ
の
３

年
間
、
ア
ジ
ー
ル
バ
ー
コ
ー

ド
に
よ
っ
て
乱
丁
は
１
件
も

出
て
い
な
い
。
99
％
の
信
頼

性
が
あ
り
、
お
客
様
に
も
安

心
し
た
製
品
を
お
届
け
す
る

こ
と
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
担
当
者
は
話
し
て
い

た
。

◇

◇

　

工
場
内
を
案
内
さ
れ
る

中
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

工
場
全
体
に
漂
う
“
空
気
の

質
”
で
あ
る
。
３
６
５
日
24

時
間
、
温
度
・
湿
度
が
徹
底

管
理
さ
れ
、
木
製
の
床
材
が

採
用
さ
れ
た
空
間
は
、
人
に

も
紙
に
も
や
さ
し
く
、
現
場

に
立
つ
作
業
者
の
負
担
軽
減

に
も
貢
献
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
。
用
紙
ク
ズ
や

パ
ウ
ダ
ー
は
す
べ
て
ダ
ク
ト

で
集
塵
・
再
利
用
さ
れ
、
環

境
対
応
の
点
で
も
「
未
来
の

工
場
像
」を
体
現
し
て
い
た
。

　

当
日
は
、
全
９
回
に
分
け

て
「
工
場
見
学
ツ
ア
ー
」
を

実
施
。
人
の
手
と
最
先
端
技

術
が
織
り
な
す“
本
づ
く
り
”

の
舞
台
裏
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
披
露
し
た
。
報
道
関
係
者

向
け
に
は
奥
山
社
長
自
ら
が

案
内
し
て
い
た
だ
き
、
ス

マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
五

感
で
感
じ
る
ツ
ア
ー
と
な
っ

た
。

刷
版
か
ら
始
ま
る
自
動
化
。

工
程
を
つ
な
ぐ
司
令
塔
「
プ

リ
ネ
ク
ト
」

ま
ず
、
石
狩
工
場
の
司
令

塔
と
も
い
え
る
刷
版
室
へ
案

内
さ
れ
た
。
こ
こ
は
本
社
と

直
結
す
る
デ
ー
タ
処
理
の
出

発
点
で
あ
り
、
す
べ
て
の
製

造
工
程
の
起
点
と
な
る
場
所

で
あ
る
。

　
「
本
社
か
ら
の
下
版
デ
ー

タ
は
、
サ
ー
バ
ー
を
通
じ
て

こ
の
刷
版
室
に
届
く
。
こ
こ

で
版
を
作
り
、
印
刷
機
に
か

け
る
準
備
が
整
う
」
と
担
当

者
は
説
明
。
面
付
け
処
理
を

施
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
デ
ー
タ
に

は
、
ト
ン
ボ
や
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
ス
ト
リ
ッ
プ
、
ア
ジ
エ
ル

コ
ー
ド
が
付
加
さ
れ
る
な

ど
、
色
管
理
や
乱
丁
防
止
へ

の
配
慮
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
グ
の
生
産
管
理
シ
ス

テ
ム
「
プ
リ
ネ
ク
ト
」
が
、

こ
の
刷
版
室
か
ら
印
刷
、
後

加
工
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て

デ
ー
タ
を
統
合
・
管
理
し
て

い
る
点
だ
。
刷
版
で
設
定
さ

れ
た
情
報
は
そ
の
ま
ま
印
刷

機
へ
と
送
信
さ
れ
、
印
刷
現

場
で
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
手

を
介
さ
ず
、
次
の
ジ
ョ
ブ
が

自
動
的
に
セ
ッ
ト
さ
れ
る
。

　
「
昨
年
導
入
し
た
断
裁
機

も
プ
リ
ネ
ク
ト
と
連
動
し
て

お
り
、
面
付
け
デ
ー
タ
を
元

に
自
動
で
断
裁
設
定
を
行
う

た
め
、
入
力
の
手
間
が
不
要

に
な
っ
た
」。
同
社
で
は“
人

の
手
を
介
さ
ず
に
つ
な
が

る
”
仕
組
み
が
随
所
に
浸
透

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
５
月
に
起
動
予
定

の
工
程
管
理
シ
ス
テ
ム
「
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー
」
機
能
が
加

わ
れ
ば
、
長
期
の
工
程
の
見

え
る
化
、
そ
し
て
仕
事
の
平

準
化
も
さ
ら
に
進
む
。
生
産

工
程
の
見
え
る
化
を
推
し
進

め
る
取
り
組
み
は
、
ま
さ
に

ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の

中
核
を
な
す
存
在
と
な
っ
て

い
る
。

１
台
で
４
台
分
を
こ
な
す
最

新
鋭
の
枚
葉
印
刷
機
「
Ｘ
Ｌ

１
０
６
」
シ
リ
ー
ズ

　

次
の
印
刷
エ
リ
ア
に
入
る

前
に
奥
山
社
長
は
「
こ
こ
で

立
ち
止
ま
っ
て
欲
し
い
」
と

注
目
を
促
し
た
。
工
場
は
３

つ
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い

る
が
、
各
部
屋
に
入
る
手
前

に
は
手
洗
い
や
身
支
度
を
行

う
「
ま
か
な
い
の
場
」
を
設

置
。
こ
こ
で
入
退
室
時
の
Ｏ

Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
を
徹
底
し
、
品

質
管
理
に
活
か
し
て
い
る
。

　

印
刷
室
に
入
る
と
、
そ
こ

に
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
社

の
「
ス
ピ
ー
ド
マ
ス
タ
ー
Ｘ

Ｌ
１
０
６
」
シ
リ
ー
ズ
が
４

台
、
整
然
と
並
び
、
力
強
く

稼
働
。
担
当
者
は
「
最
初
の

１
台
は
２
０
１
７
年
に
導
入

し
た
。
そ
れ
ま
で
８
色
機
２

台
と
２
色
機
２
台
を
運
用
し

て
い
た
が
、
そ
れ
ら
４
台
を

こ
の
１
台
で
代
替
し
て
い

る
」
と
説
明
。
実
際
、
Ｘ
Ｌ

１
０
６
は
１
時
間
あ
た
り
最

大
１
万
８
０
０
０
枚
の
高
速

印
刷
を
実
現
し
、
用
紙
変
更

が
な
け
れ
ば
完
全
な
自
動
運

転
が
可
能
で
、
印
刷
終
了
と

人の手と最先端技術による
〝本づくり 〝体感 工場見学ツアー

　

㈱
ア
イ
ワ
ー
ド
（
本
社
／
札
幌
市
中
央
区
、
奥
山
敏
康
社
長
）
は
４
月
10
日
、
創
業
60
周
年
を
記
念
し
て
「
石
狩

ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
オ
ー
プ
ン
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
を
石
狩
工
場
（
石
狩
市
新
港
西
）
に
お
い
て
開
催
。
取
引
先
や

業
界
関
係
者
な
ど
約
２
５
０
名
が
来
場
し
、人
の
手
と
最
先
端
技
術
が
織
り
な
す
“
本
づ
く
り
”
の
舞
台
裏
を
披
露
。

当
日
は
工
場
見
学
ツ
ア
ー
の
他
、
同
社
の
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
支
え
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の

ヨ
ル
グ
・
バ
ウ
ア
ー
社
長
、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
・
マ
ル
テ
ィ
ニ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
五
反
田
隆
社
長
も
参
加
し
て
の
記
者
発
表

会
が
行
わ
れ
、
持
続
可
能
な
出
版
事
業
、
印
刷
・
製
本
の
Ｄ
Ｘ
、
さ
ら
に
は
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
制
作
の
新
た
な
可
能
性

に
つ
い
て
最
新
の
動
向
を
発
信
し
た
。

石狩スマートファクトリー「オープンＬＩＶＥ」石狩スマートファクトリー「オープンＬＩＶＥ」石狩スマートファクトリー「オープンＬＩＶＥ」石狩スマートファクトリー「オープンＬＩＶＥ」
創
業
60
周
年
を
記
念

取
引
先
、業
界
関
係
な
ど
250
名
が
参
加

アイワード


